
における通行税相当分や，連帯運輸の社線分が含まれており，

一方社線からは，通しの運賃を社線駅において支払った旅客お

よび貨物が，そのまま国鉄線に乗り込んでくる。通行税相当分

を俊除したうえ，これらの国鉄と社線問の取引を，愉送の実態

に応じて清算したものが，国鉄の純収入である。なお， 国鉄の

取分であることには変わりはないが，定期巡貨において，その

有効期間が 2 年度にまたがってレるような場合は，純収入は有

効期間に応じて，それぞれの年度に配分されたものとなる。

狭重量の純収入は，広義の純収入を内部の経営管理に役だたせ

るため，まず，運輸別(鉄道・臼動車・船舶)に分割l したうえ ，

特に 市鉄道純収入にあっては，旅客お よ び貨物の紛送経路に従

\" . 一定の基準を設けて，鉄道管理局別，線区別に配分したも

のである 。

表 1 純収入割合
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配分の手法については，種々の試みがなされてきたが，昭和

36年度以降，次のようなものとな っている。 すなわち，まず局

別純収入を，発収入・着収入および輸送収入に分頬し，それぞ

れの収入の結果が表 lの割合となることを期待する。そのうえ，

発収入 ・ 着収入・輸送収入とも，それぞれ別に算出される基準

数値に一定の割合や単価を乗 じて，容易に算出されるよう定め

られている。益準数値は，発収入については取扱収入を，着収

入にっし、ては到着人員または到着ト ン数を，繍送収入について

は人キロ， ト ンキロまたは車両キロが用いられている。 これを

昭和 39 年度の例で表示すると， 表ー2 のとおりである。このよ

うにして，各個別に算出された収入額の合計額が，その鉄道管

理局(線区)の純収入額である。

表-2 昭和 39 年度鉄道純収入予定収入率および単価表
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純経費は，鉄道管理局の活動を，管結区域内の事業活動に則

したものとして，経理上表示し，狭義の純収入(局別または線

区)と併用のうえ，運輸事業の特性である交鎖性を極力修正し

て，あたかも鉄道管理局が個々の工場のご とく ，明確な経理上

の単位として，その収支の成果を読み取るうとするものである。

現在までに，純経費とするためにとられてきた制度改正や，

じようし e け

格別の手法につき例示をすると次のとおりである。

(1) 従来，すべて本社決算であった減価償却費 ・ 租税公課 ・

共済組合交付金等を昭和 31 年度以降，財産を鉄道管理局に移管

する等の摘置を講じつつ逐次，鉄道管理局決算 として きた。

(2) 動力資(石炭・流動燃料)は，本来現品を払い出した鉄道

管理局の経費となっているが，経済計算制度を通 じて，これを

動力車の走行~ê離や消費率を条件として，関係する鉄道管理局

のそれぞれの経費としている。

(3) 動力聖堂(電力)については，調査のうえ一定割合をも っ て，

分界変電所の篭カを関係鉄道管理局の費用として配分している。

(4) 車両修繕費は，基本的には，配置局の経費であるが，こ

れを走行に応じて，関係する鉄道管理局の費用 とするため，運

転勘定を設けて経理しようとしている。

(5) 車両工場 ・ 印刷場・材修場・電修場等その作業が数多く

の異なった鉄道管理局の発注に基づくものについては，いずれ

も中間勘定を設けて，それぞれの経理を明確にするとともに，

その費用を発注した鉄道管理局の費用として計上する制度をと

って L 、る。

(6) 人件費は，基本的には，所属箇所の費用であるが，他管

内に助望書 した場合は，その費用を付け替えることがある。

(和田雅夫)

しょうがいはんばい 渉外販売旅客・貨物等の誘致を

はかるため，駅等の営業拠点箇所外に進出し，積極的な訪問活

動を行なう等の販売行為をL 、う。

渉外販売を行なうには，まず販売計画を立てることが必要で

あるが，その基盤となるものは，輸送需要の的確なはあくをは

かるための市場調査が不可欠である。市場調査によ っ て立てら

れた販売計画により，積極的な訪問活動を行なうこととなるが，

訪問に当た っては，特に旅客関係については，旅行情報，旅行

の見込みのある旅客等のはあくに重点をおき，貨物関係につい

ては，輸送需要および輸送償関の利用状況をはあくするととも

に，既に設定されている輸送力についての宣伝， 移販売促進等

が必要である。渉外販売は，販売促進の一方法としての人的販

売である ことから ， 訪問者の適性の適否は，その効果に重大な

影響をもたらすものと恩われるので，渉外販売員の教育，訓練

が必要である。このような訪問活動の終了に当たっては， 訪問

報告に基づく記録を整備しておく必要がある。

国鉄では，従来，駅等を訪れる利用者等を対象に販売してき

た傾向があ ったが，今後の販売活動においては，売り手市場を

前提とした渉外販売の意義が大きいものがある。---"輸送市場

調査。輸送需要予測。(戸川正雄)

じようし，けんじどういんさつはっぱいき 乗車券自

動印凧発売後 この俄械は，旅客の録作によって，乗車券を

発売する。本乗車券自動発売慢の一種であるが，券面印刷の施

された乗車券を内蔵せずに，白紙または，地紋印刷だけの用紙

を用いて，被締内部で印刷して発売するものであり，乗車券の

印刷，輸送，保管などの面で，印刷ずみの乗車券を使用する方

式よりも簡便である。 ほかに，駅員の操作によって，多数の駅

の乗車券を印刷発行することもできる乗車券印刷発行機がある

が，これについてもあとで触れることとする。

l 乗車券自動向刷発売機

旅客が所定の硬貨を投入することにより，内蔵された乗車券

用紙(縦券式と軟券式がある)に自動的に発駅名・行先駅名・発

売日時等の所要事項を印刷して発売する機併のものである。現

在，硬券を用いる多能式印刷発売僚と，単能式軟券印刷発売機

の 2 極がみられるが後者が広く普及している.将来は，多能式
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